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メ
キ
シ
コ
で
は
現
地
時
間
の
９
月
7
日
、

同
国
南
東
に
位
置
す
る
チ
ア
パ
ス
州
ピ
ヒ
ヒ

ア
パ
ン
の
沖
約
87
キ
ロ
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

8
・
2
の
地
震
が
、
同
19
日
に
は
首
都
メ
キ

シ
コ
シ
テ
ィ
の
南
方
に
あ
る
プ
エ
ブ
ラ
州
ラ

ボ
ソ
か
ら
東
北
東
に
５
キ
ロ
の
地
点
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
1
の
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
２
つ
の
地
震
に
よ

り
、
4
0
0
人
を
超
え
る
方
々
が
犠
牲
と
な

り
、
数
千
の
建
物
が
損
壊
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
9
月
21
日
か
ら
28
日
に
か

け
て
、
72
人
か
ら
成
る
国
際
緊
急
援
助
隊
・

救
助
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ

ィ
中
心
部
の
被
災
地
３
カ
所
で
捜
索
・
救
助

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
対
し
、

メ
キ
シ
コ
政
府
と
同
国
の
人
々
か
ら
は
感
謝

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
J
I
C
A
は
10
月
１
日
か
ら
、

復
興
段
階
で
の
協
力
の
可
能
性
を
検
討
す
る

調
査
団
を
派
遣
。
こ
の
調
査
団
は
同
国
の
内

務
省
や
国
立
防
災
セ
ン
タ
ー
、
国
際
開
発
協

力
庁
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
関
係
部
局
な
ど
を

訪
問
し
て
被
災
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
復
興
段
階
で
の
協
力
に
向
け
て
情
報
収

集
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

メキシコ地震に国際緊急援助隊と調査団を派遣 01

03「海上保安政策プログラム」の修了生に学位授与

02　ソマリアで26年ぶりの新規技術協力プロジェクト
　

J
I
C
A
は
9
月
26
日
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ

イ
ロ
ビ
で
、
ソ
マ
リ
ア
政
府
と
の
間
で
技
術
協

力
「
若
年
層
雇
用
に
係
る
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
関
す
る
討
議
議
事
録
に
署
名
し
ま
し

た
。
本
事
業
は
、
ソ
マ
リ
ア
国
内
の
若
年
層
の

雇
用
促
進
に
向
け
、
雇
用
機
会
を
生
み
出
す
産

業
の
振
興
計
画
や
人
材
育
成
計
画
の
策
定
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
同
産
業
に
携
わ
る

教
育
・
職
業
訓
練
機
関
や
民
間
セ
ク
タ
ー
の
人

材
育
成
を
行
い
ま
す
。

　

ソ
マ
リ
ア
で
は
長
ら
く
続
い
た
紛
争
の
影
響

で
、
人
口
の
約
7
割
を
占
め
る
30
歳
未
満
の
若

年
層
の
就
業
の
機
会
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
職
を
得
ら
れ
な
い
若
者
の
中

に
は
、
海
賊
や
反
政
府
武
装
集
団
な
ど
の
活
動

に
参
加
し
て
生
計
を
立
て
る
人
も
お
り
、
若
年

層
の
雇
用
・
就
業
に
役
立
つ
政
策
や
環
境
の
整

備
が
急
務
で
す
。

　

本
事
業
は
、
1
9
9
1
年
に
当
時
の
バ
レ
政

権
が
崩
壊
し
て
か
ら
約
26
年
ぶ
り
に
ソ
マ
リ
ア

で
実
施
す
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

J
I
C
A
は
こ
れ
に
加
え
、
ソ
マ
リ
ア
以
外
の

第
三
国
や
日
本
で
の
研
修
も
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
平
和
の
定
着
と
経

済
社
会
安
定
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
14
日
、
東
京
都
の
国
立
大
学
法
人
政
策

研
究
大
学
院
大
学
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
で
、「
海
上

保
安
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
し
た
第
二
期

研
修
員
（
2
0
1
6
年
10
月
〜
2
0
1
7
年
9

月
）
の
学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、J
I
C
A
と
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
、

海
上
保
安
庁
、
日
本
財
団
の
協
力
の
下
、
２
０

１
５
年
10
月
に
開
始
さ
れ
た
も
の
で
、
国
際
法

や
海
上
保
安
政
策
の
企
画
・
立
案
に
関
す
る
高

度
な
知
識
と
能
力
を
持
っ
た
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
期
の
研
修
員
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
集
ま
っ
た
計
５

人
で
す
。
彼
ら
は
１
年
間
の
修
士
課
程
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
と
海
上
保
安
大
学

校
で
、
海
上
保
安
政
策
に
関
す
る
科
目
を
履
修

し
ま
し
た
。
授
与
式
で
は
、
G
R
I
P
S
の
田

中
明
彦
学
長
が
学
位
記
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

研
修
員
は
、
9
月
12
日
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
期
生
と
共
に
赤
坂
の
迎
賓
館
を
訪
れ
、
安
倍

首
相
と
面
会
し
ま
し
た
。
研
修
員
が
、
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
得
た
海
上
保
安
に
関
す
る
国
際
法
や

国
際
関
係
論
、
海
上
保
安
政
策
の
企
画
・
立
案

な
ど
の
知
識
を
生
か
し
て
、
母
国
の
海
上
安
全

に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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第二期プログラムの修了生ら

ソマリア計画・投資・経済開発省のファマ・アフ
メッド副大臣（右）と佐野景子ケニア事務所長に
よる署名式の様子

「
よ
り
良
い
復
興
（B

uild B
ack B

etter

）」※

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
よ
り
災
害
に
強

い
社
会
を
構
築
し
、
さ
ら
な
る
自
然
災
害
に

備
え
た
メ
キ
シ
コ
側
の
防
災
計
画
の
整
備

や
災
害
対
応
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
の
知

見
や
技
術
の
紹
介
な
ど
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー
を

2
0
1
7
年
内
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

メ
キ
シ
コ
で
は
、
1
9
8
5
年
に
も
同
国

中
部
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
て
お

り
、
J
I
C
A
は
88
年
か
ら
国
立
防
災
セ
ン

タ
ー
の
設
立
と
組
織
・
能
力
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
6
年
か

ら
国
際
科
学
技
術
協
力
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）

と
し
て
、
メ
キ
シ
コ
の
太
平
洋
側
で
発
生
す

る
地
震
・
津
波
の
研
究
と
津
波
に
よ
る
人
的

被
害
を
削
減
す
る
た
め
の
防
災
教
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
首
都

の
強
靭
化
を
通
じ
た
被
害
の
削
減
や
将
来
の

津
波
の
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け

て
、
最
大
限
に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

※ 

2
0
1
5
年
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
で
採
択

さ
れ
た
「
仙
台
防
災
枠
組 
2
0
1
5
ー
2
0
3
0
」

の
優
先
行
動
の
1
つ
。
災
害
を
契
機
に
、
よ
り
強
靭
な

社
会
を
目
指
す
考
え
方
で
、
J
I
C
A
は
こ
れ
に
基
づ

く
復
興
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

倒壊したビルからの救助活動

５日ぶりに救出された飼い犬

き
ょ
う
じ
ん


